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日本′ヾ トミン ト´協 会会長

本 田 弘 敏

秋色深 い南紀景勝の地 において第11回

全 日本社会人バ トミン トン選手権大会 を

開催す るに当 り、全国各地 よ り馳せ参 し

られた役員、選手各位 と再 びお目にか ヽ

ることの出来 ることは私の もっとも喜 び

とす るところであ ります。

社会人全国大会の隆盛 は、バ ドミン ト

ンの一般普及 を最 も直接 に物語 るもので

あろうか と思 います。 どぅか本大会参加

の役員選手諸君 日本バ ドミン トン界の中

核 を荷 な うことを自責 され、正 々堂 々各

各ベ ス トをつ くして敢斗 され ることを心

より祈念致 します。

本大会の準備万瑞 を整 え、大会遂行の

ため 多大の ご労苦 を賜 りま した和歌山県

バ ドミン トン協会 な らびに地元各位 に対

し高腔の敬意 と感謝の意 を表 してご挨拶

と致 します。
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和歌山県矢11'"

和歌山県体了,協 会長

第26回 日1(1^ri大会実行委員会会1そ

大 橋 正 雄

秋 もよ うゃ く深 ま りあ た リー面 み か ん

の きれ いな色 につつ まれ た ここ紀州 路 に

お いて、第 11回全 日本社 会 人バ ドミン ト

ン選 手権 大 会 が開催 され ます こ とは、私

た ち県民 の この うぇ もない喜 びで あ り、

心 か ら歓 迎 中 しあげ ます。

昭和 46年 には、第26回 国民体育 大 会 が

本 県 にお いて開催 され る こ とに決定 し、

県民 の スポー ッに対 す る関心 が ます ます

高 ま りつつ あ ります とき、全 国 か ら多数

の優 秀選 手 をお迎 え し、最 高 の技術 と洗

練 され たマ ナー に接 す るこ との で きます

こ とは、私 た ちに と りまこ とに意義 深 い

もの が あ ります。

皆 さん は、社 会 人 と して 日々の業務 に

励 ん でお られ るか たわ らスポー ツに精 進

され、平素 練磨 され た成果 を しゅ うぶ ん

発揮 され 、 ス ポー ツマ ン シップにの っ と

り正 々堂 々 とその技 を競 われ るこ とを念

願 して やみ ませ ん。

また、 この大 会 を契 機 と して、 日本 バ

ド ミン トン協 会 お よび開催地 であ る湯浅

町 との親睦 、 交流 を深 め 、「和 歌■国 体 」

の遂行 に一層の ご協力 を賜 5´ります よう

お願 い中 し上 げ ます。

終わ りにのぞみ、選手の皆 さんの ご健

闘 と本大会の成功 をお祈 り申 しあげ、歓

迎 の ことば といた します。
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和歌山県教育委員会委員長

松 林 芳 美

さわやかな秋空の もとに、第11回全 日

本社会人パ ドミン トン選手権大会が本県

湯浅町 で開催 され ます ことは、この うぇ

もない喜 びであ り心 か ら歓迎 申 しあげ ま

す。

本年 は明治100年 にあた り、本県に と

っては、第26回 国民体育大会が決定 した

記念すべ き年 であ ります。

私 たちは、 3年後にひかえた和歌 山国

体 に備 えて、県民の総 力 をあげ着 々 と準

備 を整 えてお りますが、大会運営等 につ

いて国体準備上学ぶべ きことが多い と思

います。

参加 の皆 さん、 どうか この大会の趣 旨

に深 いご理解 をいただ き、本大会 を一層

意義深い ものに していただ きます よう念

願 してやみ ません。

終 わ りに、参加選手皆 さんの ご健 間 を

お祈 りしてあいさつ といた します。

歓 迎 の こ と ば

澪浅町長

和歌 山県′ヾ ドミン トン協 会長

野 島 一 翁

第11回全 日本社会人バ ドミン トン選手

権大会 を湯浅町 に於 いて開催 され全国各

地 よ り参加 され ま した選 手役 員の皆様方

をお迎 えいた します ことは、湯浅町 のみ

ならず和歌山県に とってこの上 もない光

栄■つ喜 びであ りまして心か らご歓迎 申

し上 げます。

ご存知 の ように我 が国のバ ドミン トン

の競 技力は今や世 界の一流国 として立派

に内外の認め るところであ り、本大会に

於 いて も最高度の グームを種 々展開 して

くれ るもの と期待 して居 ります。大会中

は特 に健康 にご留意 され、 日頃練磨 され

た技能 を充分発揮 され、栄光 目ざ して、

ご健闘あ らんことを切望 し本大会が立派

な成果 をあげ ることので きます よう願 っ

てやみ ません。

尚当町 は、魚釣の名所 として近年漸 く

脚光 を浴 びて来 たばか りの小町 でござい

ますので、皆様方 に何 か とご不便 をおか

けす ることと存 しますが、ご寛容の程 お

願 い申 し上 げ歓迎の ことば といた します。
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雄康

本
　
ロ

岩
　
谷

之

書

夫

利

章

行

広

山
　
田

永

上
　
土

光

元

篤
　
　
孝

中 本 修 三

行

徳

雄

雄

美

藤

男

市

尚

壮

源

秀

善

一
義

一
淳

意

西

垣

泉

見

井

井

原

林

田

岩

高

和

新

中

自

栖

小

上

式 典 主 任

接 待 主 任

宿 泊 主 任

輸 送 主 任

施 餃 主 任

教 餞 主 任

書 備 主 任

報 導 主 任

■ 競 技 部

競技委員長

■」委員長

違 行 主 任

シャトル主任

記 録 主 任

コー ト主任 久
　
明詮

原
　
坂

桑

小

博

男

弘

詞

章

雄

藤

田

村

田

口

中

野

佐

成

松

小

谷

田

郎

清

彦

一

一

治

雄

次万

隆

勝

清

邦

由

茂

木

村

多

瀬

山

井

藤

並

木

喜

川

加

岩

佐

雄

行

一

雄

郎

雄

弘

男

次

弘

視

也

周

一

成

延

正

義

陽

教

陽

照

作

忠

茂

一

崎

本

岡

吉

山

本

田

藤

村
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亦

口

場

尾

橋

片

神

上

鈴

山

伊

田

三

北

堀

志

夫

克

陽

一

昭

子

　

子

昭

行

拡

夫

勝

勲

末

嘉

　

欽

義

節

林

恵

正
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本

野

見
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西
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崎
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本
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谷
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造

小
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宮
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野

徳

久

栂

向

笹

伴
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荒

箕

■ 審 判 部

審  判  長

■り審判長

審判員
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大 会 次 第

8.00～

大 会 副 会 長

大 会 委 員 長

一  翁

徳 兵 衛

■ 開   会

■閉  会

■旧

大 会 会 長

和歌 山県知 事

湯 浅 :町 長

選 手 代 表

審  判  長

０日胸
　
　
場

‐

　

　

　

入

告

手

言

揚

返

長

辞

こ

誓

の

告

役

式

通

選

宣

掲

杯

会

　

の

宣

上

通

・

式

員

会

旗

勝

会

　

迎

手

技

式

手

開

役

開

国

優

大

祝

歓

選

競

閉

選

１

２

３

４

５

６

グ

８

９

ｌｏ

ｎ

ｌ２

大会委員長  森  友  徳 兵 衛

敏

雄

翁

夫

宏

弘

正

一

行

淳

田

橋

島

田

宮

場
　
印

拶

ば

意

退

肋

遺

挨

と

注

員

‐

Ｌ
　̈
友

野

森

列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

整
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
退

手

告

表

彰

拶

言

告

員

式

選

通

発

　

宣

通

役

程

員

式

績

　

　

会

式

手

役

開

成

表

挨

閉

閉

選

本

大

野

土

小

13.30～

競技委員長  並   本  万 次 郎

千重 Il 第   1  日 第    2    日 第    3    日

般  男 子

ll' 1回 戦 -2回 戦 3回 戦 ～準 々決勝 準 決 勝 ～決  勝

ネ1 1 回 戦 2回 戦 -3回 戦 準 々決勝 ～決  勝

一 般 女 子
苺t 1 回  戦 2回 戦 -3回 戦 準 々決勝～決  勝

;∫′ 1回 戦 ―準 々決勝 準 決 勝 ～決  勝

30 オ  男  子
単 1 回 戦 2回 戦―準 々決勝 準 決 勝 ～決  勝

|, 1 回  戦 2回 戦 ～準 決 勝 ャた 勝

40 オ  ,男  子
単 1 回  戦 2回 戦 ～準 決 勝 決 ,本

|, 1回 戦 ～準 決 勝 崎決

50 才 男 子

:it 1 回  戦 準 決 勝 ―決  勝

11 1回 戦 ～決  勝

合,昆 11 1回 戦 ～準 々決勝 準 決 勝 ～決  勝

- 8 -



時`緊ミ」
場
一６

／、
メ

∫場

3

第  2  会

4     1     5

8.00 ||‖ 式

30 MS 41MS 5 ′′    71

9.00 ''     8 ′′     971 ′′   10 ′
'    11 ''    12 77

7()

lヽS  64 MS 65

′′   76

′′   13 ′
'   14

′′    15 ′
'   16 lト LS 19 LS 20

1().0() ′′   19 ′′   2() ′
'    21

24 ′′   25

′′   30 31

′′   26

′
'    32

11.00 Mrxr lMrx2

25 ′′   26 ,27

MS 31 MlX3 t\,,1 rx4lMr xs MD 22 MD 23

′,     74ヽ1X6
'′

    8 4 I ' I0 LS l ,′    28 ''   29

12.00
|

LS 3 LS 4 LS 5 LS 6 LS 7 LD l LD 2

LD 7 50 D  l

M l X15 M I X16

30S

40S

10

t,

3()S

|()S

14.00 ,7   18

4ヽS 33

13

13.00 M I Xll

8

LS 2

9 1  ′′    10 1  '′     11 ′′   12

′
'    16 40 D  l 140D 2

1130D 30D3()l)

MS 35 1 �i S 36

2

�I S  34

″    14 1  ′,    15

M I X121 M I X131 M I X14

30D  4  �l S  32

MS 37 MS 38

M I X17

15.()0 ′
'    39

′′    40
'′

   41 ′′    42 41, ′′    44 MS 8o MS 81

''   45 ′′    48 ′
'   49

′′    5() 4ヽS 86 MS 87

16.00 ′′    51 ′′    52 54
'′

   55 ,56 ′,   37 ′′   38

′
'    57

′′   59 ′′   60 ′′    61 62 50S  5 50S   6

17.Otヽ ′′    63 30 S   l 30S   2 30S   3 30S   4 40 S   l MD 36 MD 37

M I X1940S  2 M I X20 M I X21 M I X22 50 S   l LD 16 LD 17

18 00 5()S  2 MD l lヽD MD 4 MD 5

lヽD
',     7 9′′    8 ′′   10 ll

19.00 12 ′
'   13

′′    14 ′
'   15 '′

    16 17

試 △
ロ

日寺

■第 1 日  ll ll卜 ||`｀ ■第 2 日 111月

第  1  会  場

3

MS

LS

MD

LD

30S

30S

MIX

30D  5 30D  6 301)

LI) 1() LD ll LD

MS

l.S

3()S

LS

MD

LD

9 -

M I X25 M I X26 50D

|

|

|
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間  表

日 土 )

66

72

78

21

27

5

11

23

7

12

MS 83

38

18

■第  3 日 (11月 10日 日)

式

《記号説明〉

MS:一 般男子単 MD:一 般男子複 LS:一 般女子単

LD:一般女子複 30S:30才男子単 30D:30オ男子複

“

S:40オ 男子単 40D:40オ男子複 50S:50オ男子単

50D:50オ 男子複 M IX:混 合 複

第 1会場……湯浅小学校  3面

第 2会場……湯浅中学校  3面

小学校会場 と中学校会場 との所要時間約 5分

第  1  会  場 第 ム
ム 場

4

第

4 (|,
|

2  会  場

MS 88 MS 89 MS 90 MS 91 LS 41 LS 424ヽS  67 MS 68 MS 69

40S  10 30S  17 30S  18 LS 43 ′
'   4473 ′′    74 ′,   75 40S   9

MD 43 MD 44 MD 45 40D  3 30 D  ll′′   79 LS 17 LS 18

LS 46 30 D 12LS 22 LS 23

MD 42

LS 45

MS 93 40D  4″   28 ″   29 30

′′   24

lヽS 92

MD 20 MD 21 LD 21 30S  19MD 19

′′   26 ′′   27

LD 20

MD 46 MD 47 30S  20″   25

′′    32 ′′   33 LS 47 LS 48,′    31

LD 4 LD 5 LD 6 �l S  94 MS 95

30S   6 30S   7 30S   8

40S   4

LD 23

MD 49

LD 22

MD 4830S  12 40S  3

M I X24 50S  3 50S  4

LD 930D  8 LD 8

LD 14 LD 15LD 13

MS 84 MS 85

LS 35 LS 36LS 34

30S  13 30S  14 30S  15

MD 3430S  16 MD 35

MD 39 MD 40 MD 41

LD 19 30D  9 30D 10

40S   7 40S   8
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視第11回全日本社会人バドミントン選手権大会

日本 バ ド ミ ン トン協 会 検 定 合格

ファスト

ファスト

ゴールド

シリレ ―ヾ

_    "

⌒夕
1豊

フ ァ ス ト 印 シ ャ ル ル コ ッ ク 製 造 発 売 元

有限会社 ジャワ商会
山形市六 日町  TEL(2)3994
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あらゆる催物の賞品・記念品・美術工芸品

〔
ノ

Ｊ
ｌ

ｒ

Lヽ聾国

―

*カ ッ フ
°

*イ憂服材1盾

*ト ロフィー

*バッ 1ン

*メ ダル

*金属 製 高 級看板

*文字 看板

*ネ ーム プ レー ト

*橋名板

*プラス チ ッ ク製 マー ク

和歌山市坊主丁6 TEL和 歌山 (0734)31-62610

森 本マーク
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今

箕
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須
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豚

石

森

杉

三
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坂
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中
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36
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43
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12

:3
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14

/
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造

口

田

口

茂

座

原

谷

雄

章

香

夫

博

一
利

敦

男久

保

富
　
　
孝
　
　
正
　
一　
　
喜

(東京 )

(和歌 山 )

(二重 )

(神奈 川 )

″

,

ヨレ

2

64

66

67

68

/

″

″′
´

(大阪 )

(東京 )

(兵庫 )

(京 都 )

(東 京 )

●

　

―

,

野

井

井

西

荒

浅

和

良

●

0

0

二

　

秀

邦

栄

勇

夫

伸

(奈 良 )

(愛知 )

(東京 )

博  (神奈川 )

喬  (大阪 )

男  (東京 )

拡  (和歌山 )

雄  (愛知 )

宏  (兵庫 )

一  (東京 )

奉 _̈」諄一―喜 …

…田

木

崎
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島

村

′
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″

0

》

●

タ

81
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鈴  木  幸  春  (東京 )

畑  辺  輝  秀  (大阪 )

浅  見     勇 (神 奈川
|

土  田  行   夫  (和歌 山

大  田  照  雄  (兵庫 )

樋   ロ  ー  春  (愛知 )

山  本  洋  彦  (東京 )

‐嶺■口‐壁|‐・…・轟■‐・…・…・…・H〔凍ョむ)

山 本 秀 夫 (石 川 )

金  原  良  史  (岩手 )

松  島     保  (愛知 )

秋  山  真  男  (山梨 )

遠  藤  啓  治 (神奈川

南■~■1中‐~4`卜|―…幸…中●6鵜京●)
石  り|1  好  夫  (山 口 )

小  林  一  宏  (愛知 )

野  坂  英  樹  (東京 )

田  中  啓  文  (大阪 )

星  野  義  昭  (東京 )

一  木  弘  之  (二重 )

堰.  本  吉  平 (和歌山

堀     英  明  (兵庫 )

富  田  健  ―  (神奈川 |

長 谷 りII  敏  彦  (愛知 )
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隆  (愛知 )
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夫  (二重 )

治  (大阪 )

男 (神 奈川 )

夫  (山 口 )

征  (東京 )

平  (神奈川 )

治  (岐阜 )

彦  (兵庫 )

洋  (東京 )
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あなたはこの中どれをお使いですか

品は どれ をとっても最高の プレーを約束

して くれ るものばか りです。

ヨネヤマを選べば心配はい つません .

写真左 ■ か ら (Dブ レ ス ② ガ ント張 工 具 OV・ S・ Sン ゃ トル

バドミント瑚品はヨネヤ7 魯
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日本 で バ ドミン トンに必要 な全 製 品 を製

造・ 販 売 しているのは ヨネヤマだけです.

しか もラケ ッ |ヽ , シャ トル コックは業 界

最 高 の品質 と量産 を誇 り,海外 に も どん

どん輸 出 され てい ます.プ レ イヤ ーの皆

さまの ため に研 究開発 され た これ らの製

株式会社 ヨネヤマラケッ |ヽ  東京都文京区場島 3丁 目13番 5号  TEL(834)4486(代 )
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東 京 瓦 斯 株 式 会 社

取 締 役 社 長 ノ
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田  弘  敏

取 締 役 副 社 長 西
、ケ止
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祈   御  健  闘

全日本社会人バ ドミントン選手権大会

合 資 会 社
―

ロ

〕要: 組
代 表社員 笹 本 常 次 郎

和 歌 山市湊 2084番地 の 2 TE L 55-02740
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あらゆる荷役・梱包資材

鋼材 0鋼材二次製品 0安全保護具

湊 商 事 株 式 会 社
社   長 笹 本 常 次 郎

和 歌 山 市 湊 2084番ナ也の 2  TE L 55-02710



般 男 子 複

鈴 木

未 広

南 島

小 林

一 木

松 井

荒 尾

長谷川

清 水

2
___」

3

4
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森  谷 (東京 )

河  添 (山 口 )

神  吉 (奈良 )

杉 政 (愛知 )

服 部 (二重 )

今  (東 京 )

堰  本 (和 歌 山

松  島 (愛知 )

中 村 (兵庫 )
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'||(受
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黒 崎・千 葉 (東京 )

早 川|・ 川1 辺 (奈良 )

藤 梁・ 堀  (兵庫 )

遠 藤・小 山(神 奈川 )

野 坂・ 人 間 (東 京 )

伴  ・」ヒ 亦 (和歌山 )

荒 井・ 浅 野 (愛知 )
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39

畑 ,2・ 大 橋 (木阪 )

登 坂・ 南 林 (東京 )
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鈴  木 星 野 (東京 )

豚 座 (兵庫 )

阿 部 (神奈川 )

佐  野

浅  見

徳 保・岩 城 (東京 )

三 木・木 谷 (大阪 )

牛 島・伊 藤 (愛知 )

加 茂・小 林 (東京 )
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吉 田・富 田 (神 奈川 )

山 口・藤 本 (二重 )

秋 山・岡 崎 (山 梨 )
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石 原・福

清 田・大

箕 造 ■志

山 本・中

口 (愛 知 )

口 (大阪 )

井 (東京 )

井 (京 都 )

田 (兵庫 )

場 (和歌山 )

山 (東京 )
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般 女 子 単

高 木 紀 子 (りit阜 )

小  山 ひ とみ (兵庫 )

綾 井 美津子 (香川 )

山 本 由起子 (東京 )

佐 野 ひろ子 (大阪 )

一 尋=■姜瑠疇L準憂菊→

有 木  トミ子 (東京 )

奈良岡 千知子 (神 奈川 )

丹 羽 さよ子 (愛知 )

柿 本 房 子 (大阪 )

工 藤 よう子 (埼玉 )

永 井 かお り (京 都 )

高 橋  とも子 (東京 )

五十嵐 明 美 (新潟 )

一二吉_“Lコ謳―尋=0理籍)

浅 田 文 代 (兵庫 )

山 上 博 子 (東京 )

山 本 真 江 (香川 )

田 口 美代子 (愛知 )

土 井 治 子 (東京 )

山 本 登喜子 (大阪 )

岡 崎 繁 子 (京都 )

北 条 寿美子 (香川 )
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後 藤 和 子 (新潟 )

山 下 三枝子 (京都 )

山 本 み とり (香 川 )

奈良岡 洋 子 (東京 )

西 村 艶 子 (大阪 )

山 際  トモ子 (愛知 )

水 野 小夜子 (東京 )

原 田 けい子 (埼玉 )

大 山 登志江 (兵庫 )

松 永 千恵子 (神奈川 )

宇 治   澄(和歌山 )
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孝 子 (愛知 )

良 子 (神奈川 )
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小 守 伝 恵 (兵庫 )
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永 井 むつみ (京都 )
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永 井・ 山 下 (京都 )

南|一月飼卜・ 由.春・ ,・,OL・」(,illl:如・)「

山 本・細 川|(香川 )

山 際・田 口 (愛知 )

小 守・浅 田 (兵庫 )

高 橋・ 水 野 (東京 )
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メキシコ・オリンビックに栄光の参加
東 京 オ リ ン ピ ッ ク・ ネ ッ ト競 技

全 種 目 に 、 G『 ス ポ ー ツ ネ ッ ト

が 参 加 い た し ま し た こ と は 、

口 お 0数年 の 社 史 の 中 で も誇 り

高 き 1ペ ー ジ で し た。

そ して ,茎 に

大 平 洋 を越 え 、世 界 の ネ ッ ト界

を 押 え 、 日本 の G『 ス ポ ー ツ ネ

ッ トが 、 メ キ シ ヨ・ オ リン ピック

に 参 加 し ます 。

スポーツネットの歴史を創る

′4`,'
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般 女 子 複

高 木・天 野 (岐阜 )

奈良岡・松 水 (神奈川 )

小 山 。大 山 (兵庫 )
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工 藤・ 原 田 (埼玉 )

有 木・ 田 イ中 (東京 )

北 條‐ 山 本 (香川 )

岡 崎・永井 む (京 都 )

奪―軍手―西―十■←寿摩シ

杉 田 ″
]ヽ 林 (神奈川 )

西 村・ 山 本 (大阪 )

土 井・奈良岡 (東京 )

丹 羽・高 橋 (愛 知 )

山 本・高 橋 (東京 )

後 藤・五十嵐 (新潟 )
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30才 以 上 男 子  単

遠  藤 幣 ′台 (神 奈 川 ) 畑    忠 雄  (福井 )

信  (兵庫 )

信  (東京 )

務  (大阪 )

雄  (和歌山 )

信  (兵庫 )

章 (神奈 川 )

巳 (和歌 山 )

夫  (大阪 )

昭  (東京 )

5

6

7

!3

佐 々木 隆
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明  (東 京 )

義  (兵庫 )
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徹 也  (東京 )
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40才 以 上 男 子  単

毛  利 清 志  (口山 )

池 日 芳 幕  (大臣 )

井 沢   宏  (■知 )
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瑾躍い

(岡 山 )

(福井 )

40才 以 上 男 子  複

森 脇 等 夫
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蒔  田 修  (富城 )

繁  (大阪 )

竹 二  (岡 山 )
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50才 以 上 男 子  単

伊 藤 基 記

中 山 平 八郎

降 井 欽 一

(熊 本 )

(宮 城 )

(大 阪 )
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50才 以 上 男 子  複

降 井・大 森

伊藤 (熊 本 )社

(大 阪 )

(岡 山 )
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蒔 田・中 山  (宮城 )
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東亜燃料工業株 式会社
和 歌 山 工 場

取 締 役 工 場 長  田  島
|′

時 こ 弘
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混   合   複

楓轟颯日[■樹謳」トト《財総

中川 安正・宮竹久恵子 (大阪 )

星野 義昭・土井 治子 (東京 )

厚地  収・宇治  澄(和歌山 )

千葉 撻司・山上 博子 (東京 )

■葬トー・‐簑・‐・書OL・4:“ :L・(羹如)

山本 洋彦・高橋 とも子 (東京 )

森谷喜久男・田中美津江 (東京 )

土井 弥一・竹内 俊子 (兵庫 )

配諄……各一冊熙
=ゴ

トや博諄

小山 包博・小林 歌子(神奈川

ィ讚員_武:尋_.4じギリu「
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‐
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長各斗娑夢一基昨」残をや卿0

牛・ 島
― ‐1111踏

1卜・・ ・ 晰 間 呉 ■

“

0子
=  (榎

"■
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鈴木 健二・有木 トミ子 (東京 )

村  隆・山際 トモ子 (愛知 )

並木 良夫・西村 央子 (兵庫 )

中山 広明・水野小夜子 (東京 )

高野五十美・柿本房子  (大阪 )
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堺 栄一・工藤よう子  (東京 )

i0

18
樋ロ ー春・丹羽さよ子 (愛知 )

杉田  博・杉田 良子 (神奈川 )
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鈴木 幸春・奈良岡洋子 (東京 )

黒崎―こ男―新薔晃,■■乗斎〉
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各 都 道 府 県 別 選 手 名

者|ヽ 道府 県名

∵IF県
参力11数 ,■ 手 名

金原 it史 ・ 佐 々木隆 人

宮 城 県 す 島  稔・二塁_ミ次・蒔 I11  修 ・ 中山平 八郎

41

村 HI 俊 夫 ‐浅丼= 良伸

野坂  英樹 ‐人間  秀哲

登坂   洋・ 南林  佑 幸

福井  正康 ・森脇  寿夫

水野小夜子・奈良岡洋子

山本由紀子・高橋 節子

山本 洋彦・ 中山 広明

加茂 正一・小林  滋

黒埼  二男・千葉 健二

佐藤  口召・辻  徹也

星野 忠男・諸江 秀一

有木 トミ子・新 田見フ ミ

岡田 仁子

鈴木 健二・ 星野 義昭

松井 秋男 。今  保雄

徳保  勝・岩城  勲

植 田 耕明・佐藤 明信

高橋 とも子・田仲美津江

土井 治子・山上 博子

褒三三二:西
野 一 住r鈴 木 幸 春・ 森 谷 喜 久 男|1界

埼 [県 工藤 よ う子・ 原田けい子

神奈 川県 16

小島

阿郎

オ多Hl

一平

誠

良子

杉田  博・古良 悠一・遠藤

吉田 邦 男・富 :ヨ  健一・ 風巻

奈良岡千知子・松永千恵子・ 小林

啓治・ 小山

義章・ 須 田

歌子

包博・浅見

孝夫・鈴木

勇

勝之

後藤 和 r・ 五十嵐明美

沢 田  力・北 方  匡・ 山本 秀夫… 原  .栄 ―一 竹村  藤雄

新 潟 県

石
"1県

稿 井 県 寺崎 由雄‐ 原  紀征r畑  忠雄・ 山本 白1~1・ 長谷川懸子

山 梨 県

岐 阜 県 IH中  伸 治・高木 紀 f… 天野 博江

受 知 県 24

板垣

門間

荒井

吉倉

善責・安沢

昇一・ 松島

和夫・ 浅野

恵子・前野

武 司

保

人 見

さへ

牛島 秀雄・伊藤 ――夫

樋 ロ ー春・井沢  宏

深沢 oつ 子・金子美和子

田口美代子・ 高橋 孝子

長谷川敏 彦・ 小林  ‐宏

1多rt  不口:弓 ・ tPオ寸     μ魔

上野 明美 ‐
冬 里´_聾多

山際 トモ子・ 丹 j́´]さ よ r

一 本  弘之 ・服部  英骨卜 11l11  香・藤本   勝・増井  孝夫 ウ」ヽ林  悟

京 都 府 8
石原

岡崎

敦・福井 達雄・川本 末夫・福見  陽・永井 かお り・山下二枝 r

素子・永井 むつみ

大 阪 府 24

正 美・中西  洸・ 山口  博

孝・ 内田 俊輔・ 高野五十美

倫夫・青木 昭二・斉藤 良二

房子・宮竹久恵子・ 西村 艶子

三木

田中

小川

大森

喬・木谷

啓文・清水

正夫・牧志

繁・柿本

畑辺  輝秀

中川I 安正

池田 芳麻

山本登喜子

大橋 誠治

森本  務

降井 欽一

イ左里子ひろ
jr

兵 庫 県

兵 庫 県 20

ス:I11

中村

尾崎

竹 内

英明

一利

正義

央子

清 田

並木

,曳 田

照雄・ 堀

邦 宏・ 豚座

惟信・ 坂 田

俊 子・ 西村

藤柔

土井

小守

邦彦

弥 ・

伝 恵

隼 久・清水  力・佐野 義章

良夫 ″
]ヽ林 忠信・井上 一成

文代・小山ひ とみ 。大山登志恵

奈 良 県
真壁

神吉

年一・ 野村

義雄・ 早川

安忠・ 南島

禎 美・ 川辺

幹夫・ 伊藤 武 男・ 西野

基孝

勇・ 東田 和弘
9

和 歌 山 県 18

定 ・厚地

拡 ・箕造

也・志場

収・ 1日 本

富章・伴

周・松居

岩西 壮行・ 榎本

三 谷 忠 弘・ 西本

田中克之 介・ 字 治

荒 尾

坂 本

堀 ロ

古 平

順造

茂雄

土 田

」ヒ亦

吉 村

イ子ブこ

茂視

正 巳

勝

博行

,登

岡 山 県 毛利 清志・山上 周之・社  竹

山 口 県 末広 秀樹・ 河添 忠夫・石川 好三

香 川 県 北 条寿美子・ 綾井美津子・ 山本み どり・ 山本 真江・細
'|1 

泰子

熊 本 県 伊 藤  基記
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東 京 都

秋山 真男・Iてい 恵ゝ
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最 高 級 品

新 発 売

ス ワ ン

ソ フ ト

HY―SHEEP
OG―SHEEP

バ ドミン トン専 用 シ ャ ツ
〃   ソ ッ ク ス

大 阪 合 繊 株 式 会 社
大阪市東区豊後町4番地  電話 大阪 (942)5816～ 8・3416～ 7番

祝 全日本社会人バドミントン選手権大会

関西包装資材工業株式会社

和 歌 山市 木 ノ本石 橋 565の 3

-27 -
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和 歌 山工 場

工場長 谷 本 幹 太 郎



宿 舎 ・ 会 場 案 内
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第 2会場
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水口今 32 ①  旅  館

i松 旅 館 33 大  南  荘
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紀 州 旅 館あ ら玉 旅 館 35

金  持  屋 36 あ け |ま の

ヽヽ

ミ ＼

菊

湯 浅 中 学 校

勝
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会 場 見 取 図

第 1会場  湯 浅小 学校 体 育 館

控
室
出
入
ロ

1 階

第 2会場 湯浅中学校体育館

2   階

出入口

ｒ
ｉ
ｌ

1｀ |=

|,|`
ス テ ー シ 上 部

控室

上部

競 技 場 上 部

. r  l .1_
衣

選

　

手

　

席
(第一試合場 )

(第二試合場 )

(第 二試合場 )

来 賓 席

本部
室

救護
11,

一
般

観

覧

席

般

観

覧

-1,観 覧 席

米 賓 席

薇

遺

関

係

嗜

役員審判席

(第 四 試 合 場 )

(第 五 試 合 場 )

(第 六 試 合 場 )

ンャワー室
使

　

所 命 庫

I~■  1夕 i劇 ■―‐,

l晨 L  ′
=室

「
mm← 」

出 入ロ
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へゝ 高度に精製された純粋な灯油です。

きれいにもえてさわやかにお部屋

に春をお届けいたします。

今年の冬 もツパメ灯油で暖か くお

過 し下さい′
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大 日日本電線株式会社
● 本 .社 /大阪   ●工 場 /尼崎 ・箕 島・伊丹 ・ 川崎 ・熊 谷
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栄 光 の あ と

回

　

数

―――
＝
“

―――
一

男
子
単

男
ｒ
機

女
子
単

女
子
複

∞
オ
早

¨
オ
機

如
オ
単

ω
オ
機

∞
オ
単

５０
才
複

混
合
複

札
　
幌
　
市

佐
藤
　
芳
郎

横
井
キ
ヌ
ェ

横
井

・
山
下

毛
利
　
清
志

毛
利
∵

山
Ｌ

伊
藤
　
基
記

束
各
■

真
鋼

善

通

寺

市

佐
藤
　
芳
郎

佐
藤

・
杉
田

横
丼
キ
ヌ

エ

横
井

・
山
■

毛
利
　
清
志

毛
利

・
山
上

伊
藤
　
基
記

中

北

小
梶
　
繁
雄

松
田

・
宮
地

杉

田

博

荒
木

・
大
野

高
島
　
洋
子

‐
‥ｌｉ

ｌ１１

・
中

―――

毛
利
　
清
志

毛
利

・
山
ト

伊
藤
　
基
記

降
井

・
菊
池

宮
地
　
次
吉

松
田

・
宮
地

倉
　
敬
　
市

永
井
　
栄

一

片
石

‥
水
井

橘
　
美

智
子

福
永

・
横
井

毛
利
　
清
志

伊
藤
　
基
記

降
井

・
菊
池

佐
藤
喜
代
司

束

熊
　
本
　
市

小
宮
　
好
雄

，――
野

ｉ
出
＝

横
井
　
文
子

橘

　

・
洒
井

市
　
関
　
市

小
官
　
好
雄

小
宮

・
板
垣

横
山
　
満
子

横
井

・

森

毛
利
　
清
志

本
郷

・
松
崎

伊
藤
　
基
記

鶴
田

１
一
沢

降
井
　
欽

一

東

　

・
降
井

星
野

・
有

木

大
　
官
　
市

宮
永
　
武
司

宮
永

・

堺

高
木
　
紀
子

高
木

・
天
野

毛
利

・
山
上

伊
藤
　
基
記

権
田
　
正

一

伊
藤

・
山
上

令
井
　
　
先

星
野

・
有
木

宮
永
　
武
司

宮
永

・
　

堺

高
木
　
紀
子

高

水

・
人
野

毛
利
　
清
志

鈴
木

・
松
崎

権
田

・
山
上

今
井
　
　
先

小

梶

板
垣

〓
宋
田

長
　
崎
　
市

秋
山
　
真
男

岡
崎

・
秋
山

近
藤
　
光
枝

近
藤

・
オ

脇

遠
藤
　
啓
治

毛
利

・
山
ト

畑
　
　
忠
雄

伊
藤

・
山
上

伊
藤
　
基
記

社

　

・
小
梶

板
垣

・
粂
田

釜
　
石
　
市

板
垣
　
善
憲

小
｛“

・
枝
”

高
木
　
紀
子

遠
藤

　
啓
治

毛
利

・
山
上

毛
利
　
清
志

森

脇

・
　

畑

伊
藤
　
基
記

蒔

　

・
中

山

板
垣

‥
大
田
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名

古

屋

市

毛
利

・
山
上

毛
利
　
清
志

武
　
生
　
市

高

木

・
天
野



和歌 山県実行委員会事務局 名簿

事 務 局 長

次 長

競 技 部 長

次 長

部 員

翁

作

雄

好

雄

三

熊

郎

吾

善

行

清

男

之

信

徳

雄

男

美

雄

市

藤

次

一

脩

敏

孝

幹

尚

　

健

省

章

壮

隆

隆

利

嘉

源

秀

一

一

善

淳

義

島

松

村

　

本

田

崎

田

田

山

西

村

西

広

原

垣

泉
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松 村 元 弘  鈴 木 教 雄

信
　
男

良

光

井
　
田

田
　
成

夫
　
一

昭
　
亮

丸

井

金
　
松

式 奥 部 長

接 待 部 長

赦 饉 部 長

輸 送 部 長

宿 泊 部 長

警 ● 部 長

籠 投 部 長

菊 ダ イヤ

金 英 除 虫 菊 株 式 会 社

か と り線香

和 歌 山 県 有 田 郡 湯 浅 町 湯 浅 1456

TEL 湯 浅 局 4161①

取締役社長  戸 田 .勝 彦
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各種 果 物缶 詰・ 製 菓材 料 製 造 元

和 歌 山缶詰株 式会社
和 歌 山 県有 田郡 湯 浅 町 2687 電 話 湯 浅局 3191(ω

コ

"″

κ BRAND

サ ラ リ ー マ ン 融 資 (50万円 日歩2銭8厘 )

_■本町電停前 和歌 山連合専 門店 協 同組合
連専会館 内 連 専 商 事 株 式 会 社

あ な た の 信 用 が 担 保 で す

和歌 山・海南 。有 田共通

イ吏って便不IJな

鴻 池 運 輸 株 式 会 社

取 締 役 支 店 長  酒  井  義  男

和 歌 山 支 店

不日歌 山 717'奏:2074番 地 )́51
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パ イ プ

鋼 管 製 造 及び鋼 管 加工

式
茫

株
谷 士製作所

広 川 工 場  有  田

TEL
郡 広 川 町 名 島 60

湯 浅(07376〉 4501～ 4

湯 浅 工 場  有  田  郡  湯  浅  町  2600
TEL 湯 浅 (07376)4384・ 4591

大 阪 本 部  大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1丁 目25の 1

新 大 阪 ビ ル 8階
TEL i大 阪 (06)344-3071～ 8
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毎日飲んで、毎 日健康

▲

牛乳

日本 酪 農 協 同株 式 会 社
和 歌 山 支 店

T E L71-3221

板l 全日本社会人バドミントン選手権大会

鳳 梱 包 株 式 会 社

代 表取 締 役   5反  リキ  TF ttβ

不日可欠[」」1〒 i奏 2 0 7 4:番 =ナ也 5 1
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頭痛・歯痛 。生理痛・神

経痛などに大人の場合は

普通 2錠、痛みの激 しい

ときは 3錠を服用し、小

児の場合は、年令に応じ

た量を使用して下さい。

シ オ ノ ギ 製 薬

鎮 痛剤 は
正 しくお使 し下 さい

=デ
χ錠

三 友 工 業 株 式 会 社
岡  田  昭

和 歌 山 市 湊 2074番 地 の 18
lE言舌 (0734)55-3 1 1 6(fυ

大 阪 ・ 堺 ・ 田辺 ・ 白浜 ・ 加 古 川

/ヽ
II■ ロロ ll

マノ

土 木 建 築 工 事
測量。設計コンサルタント

ー 級建 築士 事 務所

取 締 役 社 長

本   社

支店・ 営 業所

有 田交通株 式会社

湯 浅 営 業 所   電 話  湯 浅 局 3131番
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楽しく
豊かな暮しの

お買物に
和歌 山・本 町

□
電話 31-3131(大 代表 )

毎 週 人 曜 日 定 休



第11 ロ 全日本社会人バドミントン選手権大会

●

0 璽 ●
00 υ0 0

とき/昭和43年 |1月 8日 -10日  ところ/湯浅町立場浅小学校体育館・湯浅町立湯浅中学校体育館

主催 ● ●

日本 バ ドミン トン協会

後援 ● ●

和歌 山県教育委 員会

社団法人和歌 山県体 育協会

第26回 国民体育大会和歌 山県実行委員会

場浅町教育委 員会

有田部体育協会

場浅町 国体 実行委 員会

和歌 山新 報社

和歌 山放送

主管 ● ●

和歌 山県パ ドミン トン協会

●


